
事務事業No 事業名 [事業基本情報]

593 ○ 管理経費

分野別目標 1 ○ 法定受託事務

政 策 2

施 策 3

取 組 3

継続 主な事務事業

事業実施の根拠法令

関連個別計画 「３つのキーワード」との関連性

担当課・担当課長（Tel） 井本　博隆 (428-0119) いのちを守る ふるさと力を高める 該当せず

関連課

１　事業概要及び実施内容

事
業
概
要

２　事業コスト

予算 決算 予算 決算 予算 決算 決算 計画 決算

393 393 393 1,287 762 607 4,846 3,568

- - 0.0% 93.9% 370.1%

9,579 9,627 12,147 11,416 10,546 10,460 9,215 9,215

53 532 75 75 4,018 4,018

9,632 10,159 12,147 11,416 10,621 10,535 13,233 13,233

1,338 553

599 600 600
393 393 393 688 762 7 2,908 3,015
1.25 1.26 1.59 1.51 1.4 1.39 1.24 1.24

0.04 0.26 0.04 0.04 1.9 1.9

３　目標及び実績
平成21年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度目標値 280 280 280 280

実績値 212 266 269

全体目標値 1,400 全体目標達成度 74.0% 年度別達成度 75.7% 95.0% 96.1%

年度目標値

実績値

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

年度目標値 31,500 37,500 40,500 43,500

実績値 33,722 41,439 44,593

全体目標値 43500 全体目標達成度 104.4% 年度別達成度 107.0% 110.5% 110.1%

年度目標値 25 33 36 40

実績値 30 9 20

全体目標値 164 全体目標達成度 51.2% 年度別達成度 120.0% 27.3% 55.6%

単位

1.26

実
施
内
容

○普通救命講習143回
○上級救命講習9回
○応急手当普及員講習1回
○その他応急手当講習59回

合計212回
　　5,589人受講

○普通救命講習199回
○上級救命講習8回
○応急手当普及員講習2回
○その他応急手当講習80回

合計289回
　　7,101人受講

○普通救命講習173回
○上級救命講習10回
○応急手当普及員講習4回
○その他応急手当講習79回

合計266回
　　7,010人受講

○普通救命講習157回
○上級救命講習6回
○応急手当普及員講習5回
○その他応急手当講習101回

合計269回
　　7,398人受講

○普通救命講習168回
○上級救命講習4回
○応急手当普及員講習5回
○その他応急手当講習103回

合計280回
　　7,821人受講

103.2%

事
業
費
 
千
円

34,500

280

289

主な予算内訳 ・普及講習委託料　2,925千円

国庫支出金

2,916人件費

常勤職員

非常勤職員

25

平成25年度

計画

県支出金

12,400

-0.4%

9,484

小計

伸び率（％）

活
動
指
標

事業費 759

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

そ の 他
759一般財源（税等）

市　　債

平成22年度

所要人数
常勤職員

非常勤職員

普通、上級救命講習、その他の応急手当講習開催数

1.16

指標名及び達成状況

単位 回

心肺停止傷病者の１か月生存者数

成
果
指
標

救命講習修了者数(応急手当バイスタンダー累計)

単位 人

単位

37,761

109.5%

83.3%

30

人

事業進捗管理シート

応急手当普及啓発事業（一般市民対象の救急講習の開催等）
事業区分(1)

事業経費

その他

救急・救助体制の充実

安心して、安全に暮らせるまち

その他

○

款

事業種別

応急手当等の普及啓発

事業区分(2)
自治事務

消防・救急救助体制の充実

消防費

目 消防費

一般会計

消防費

会計・
予算区分

会計

平成２５年度

救急高度化等推進整備事業事項

事業期間 ～ 大事業

項

消防事業

平成２３年度 平成２４年度平成２１年度 平成２２年度

人と文化を育てる

事業目的（「誰・何」をどういう状態にする」ための事業か) 事業内容
　救命講習内容
①受講対象者は、市民又は市内に勤務する者としています。
②開催場所は、消防局や各消防署所又は事業所、学校、地区公民館などに出向もします。
③受講費は無料です。
④講習種別は
　ア　普通救命講習（3時間）：心肺蘇生法、AEDの使用方法など救命のための講習
　イ　上級救命講習（8時間）：①のほかに搬送法、三角巾法など全般的な応急手当講習
　ウ　紹介講習（1～2時間程度）：上記①、②以外の応急手当紹介講習
　エ　普及員講習（24時間）：市民が普通救命講習の指導者となるための講習会です。
⑤指導者は、救急隊員（非番、当務）が主担の消防職員、消防協会などです。

　救えるはずの命を救うために、一般市民を対象に心肺蘇生法
やＡＥＤの使用方法など応急手当を指導する講習会を開催する
事業です。

警防課

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 対象外

○
評価年度


